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ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
州
に
よ
っ
て
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
低
炭
素
電
源
に
対

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
を
支
援
し

て
い
る
州
に
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

八
〇
年
間
の
運
転
が
可
能

ア
メ
リ
カ
で
は
、
四
〇
年
間
の
運
転
期
間

が
原
子
力
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
運
転
認
可
の
更
新
に
よ
っ
て

二
〇
年
間
の
運
転
期
間
の
延
長
が
認
め
ら

れ
、
二
回
ま
で
運
転
認
可
更
新
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
最
大
八
〇
年
間
の
運
転
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

１
号
機
も
二
〇
年
間
の
延
長
が
認
め
ら

れ
、
二
〇
三
四
年
ま
で
運
転
が
可
能
で
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
商
業
炉
が
九
七
基
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
九
四
基
（
う
ち
五
基
が

閉
鎖
予
定
）
が
六
〇
年
運
転
の
承
認
を
得
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
原
子
力
規
制

委
員
会
は
、
六
基
の
八
〇
年
運
転
の
審
査
を

受
理
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

Ｔ
Ｍ
Ｉ
原
子
力
発
電
所
１
号
機
が
営
業

運
転
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九
七
四
年
九
月

で
す
。
２
号
機
の
事
故
後
に
運
転
を
止
め
て

い
ま
し
た
が
、
一
九
八
五
年
か
ら
運
転
を
再

開
し
、
停
止
し
た
今
年
九
月
二
〇
日
ま
で
、

約
四
五
年
間
に
わ
た
り
、
運
転
し
つ
づ
け
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
２
号
機
の
事
故
は
、
四
〇
年
前
の

一
九
七
九
年
の
こ
と
で
す
。
住
民
が
避
難

し
、
燃
料
の
損
傷
や
炉
内
構
造
物
の
一
部
が

溶
融
し
ま
し
た
。
２
号
機
の
溶
け
た
燃
料
の

取
り
出
し
は
、
一
九
九
〇
年
に
終
了
し
て
い

ま
す
。

事
故
は
、
安
全
上
重
要
で
な
い
レ
ベ
ル

「
ゼ
ロ
」
か
ら
最
悪
の
「
七
」
ま
で
分
け
て

評
価
す
る
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
で

は
、
レ
ベ
ル
「
五
」
で
し
た
。
旧
ソ
連
の
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
と
東
京
電

力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

レ
ベ
ル
「
七
」
に
な
り
ま
す
。

 

シ
ェ
ー
ル
革
命
で
安
価
な
化
石
燃
料

ア
メ
リ
カ
で
は
、
シ
ェ
ー
ル
（
頁
岩
）
層

の
開
発
が
二
〇
〇
六
年
か
ら
進
め
ら
れ
、
自

国
産
の
安
い
天
然
ガ
ス
や
石
油
が
手
に
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
シ
ェ
ー

ル
革
命
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率

が
高
ま
り
、※
二
〇
一
七
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

別
で
み
る
と
、
天
然
ガ
ス
が
九
九
％
、
石
油

が
六
八
％
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
自
給
率

は
、
九
割
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
日

本
は
、
一
割
に
も
満
た
な
い
割
合
で
す
。
ち

な
み
に
二
〇
一
八
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
原

油
生
産
量
が
四
五
年
ぶ
り
に
世
界
首
位
に

返
り
咲
き
ま
し
た
。　

こ
れ
ら
の
安
い
化
石
燃
料
な
ど
が
発
電

所
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
１
号

機
を
運
転
し
つ
づ
け
て
も
、
採
算
が
合
わ
な

く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
他
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
補
助
に
よ
る
影
響
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
同
発
電
所
を
運
営
す
る
エ
ク
セ
ロ

ン
は
、
二
年
前
に
Ｔ
Ｍ
Ｉ
が
立
地
す
る
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
州
か
ら
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、

今
年
九
月
末
ま
で
に
閉
鎖
す
る
と
し
て
い

追跡

原子力

ア
メ
リ
カ
史
上
最
悪
の
事
故
を
起
こ
し
た
の
が
ス
リ
ー
マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド（
Ｔ
Ｍ
Ｉ
）

原
子
力
発
電
所
２
号
機
で
す
が
、
１
号
機
は
そ
の
後
も
営
業
運
転
を
続
け
、
今
年
九

月
二
〇
日
に
運
転
を
終
了
し
ま
し
た
。

運
転
終
了
の
理
由
は
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
安
価
な
自
国
産
の
化
石
燃
料
が
手
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
経
済
性
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。�

（
編
集
部
）

Ｔ
Ｍ
Ⅰ
１
号
機
が
四
五
年
間
の
運
転
を
終
了

ー�

シ
ェ
ー
ル
革
命
で
採
算
が
合
わ
ず
閉
鎖
に�

ー
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